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あ　と　が　き
　例年のような長い雨季には入らず，暑い日差しが照り
つけている．友人の英国人夫婦が暑い8月を避けて日本
にやってきたら，とんでもない高温多湿気候で参ってい
る．
　今回は東京大学医学部長の遠藤実教授に巻頭言を戴い
た．この科学全盛の時代に人を正しく見極めることの重
大さを述べられた貴重な一文である．近年，我々には新
しい死を定義すると言う難しい問題が生じてきた．そこ
には先生の御指摘になっている『説明と同意』が医師に
課せられた重要な課題である．ことに“避けられない死
を中心にして臓器移植に問題が波及する時，我々の科学
的判断は正しいものだろうか？”今こそ謙虚に自分自身
を振り返る必要がある．かつて本学では『Die　Schick－
sale　Dr．　BUrgers』の8月12日の部分が小論文として二
次入学試験に出題されたことがある．手塚富雄氏の訳
で，昭和29年頃に読んだことがあった．その内容は往
診した患者が感謝の瞳を投げかけたのは医師の　Dr．
BUrgerでなく常灯明の奥にあるマリアの像であった，
というくだりである．この場合の宗教観は別としても，
我々が患者の立場で医療を考えることは難しい．しか
し，それが現代の医学に欠けている最大のものであろ
う．本号にも沢山の研究論文が掲載された．いずれも次
代に羽ばたく人達の研究成果である．限られた枚数で短
い文章の中に研究内容を盛ることは難しい．しかし，こ
のことは論文を作るためには最も大切なことである．時
として総花的，蛇長文があるが，それは退歩あるのみで
ある．研究成果を発表する際，心して取り組みたいもの
である．
　　　　　　　　　　　　　　　　　（伊東　洋記）
医学会幹事会要旨（平成3．5．22）
1．第127回医学会総会について報告があった．
　一般演題申込数　79件，特別講演　4件
2．臨床懇話会開催報告並びに開催予定の報告があった．
3．編集状況並びに編集予定について討議した．
4．名誉会員候補者として下記の会員を推薦することが
　承認された．
　松尾治亘，柳沢　勇，芦澤真六，本多輝男，三輪哲
　郎，金　党貞，佐々　弘，勝沼英宇，花岡知々夫
5．役員の補充について，下記の監事及び評議員が承認
　された．
　監　事：藤波裏二
　評議員：内野善生，臼井正彦，加藤治文，清水　澄，
　　　　　有半世界爺，今給黎篤弘，岩本俊彦
　※臨床懇話会委員長：藤巻道男
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